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そ して 、
こ うい う試験 を成績決定 の 指標 に する こ とに よ っ て 、学生 の や る気 も大 き く促進 で き

る 。 まず、授業成績が 教員 の 恣意的 な判断 に よ る もの で は な く、客観的な指標 （TOEFL の 場

合、グ ロ
ー

バ ル ・ス タ ン ダー ドと言 っ て もよい ）に よる とい うこ とで 、受け取る成績 に対す る

学生 たちの 理不尽感や 不公 平感が 激減する 。 また、よ い ス コ ア を取 っ て お けば、就職や 大学院

進学 に有利で ある ほ か 、海外イ ン タ
ー

ン や留学の 道 まで 開 けるの で ある 。 学生 た ちに とっ て 、

こ れ ほ ど の 発奮材料 は ほ かに あま りな い であ ろ う、，多 くの 学生 たちが それを十分理解 したうえ

で そ れぞ れ の 目標 を定め 、 受講 しに来て い る u よ っ て 、喜んで 英語 の 猛練習 をする の で ある 。

　い ずれ に せ よ、 こ の 形式の 授業に して から受講生 た ち の 英語理 解力が 飛躍的に伸び
、 そ れ が

TOEFL の ス コ ア に如実 に現れ る よ うにな っ た （受講生 平均点 ： 470− 480 → 500− 530）。 週 に
一

度の 授業で で きる こ との 限 りを尽 くした感がない で もない が、今後 の 課題 と して 、comprehension

の み な らず production能力開発の ため の ア クテ ィ ビテ ィ
ーの 導入が ある 。

こ れが更なる 「英語

脳発達」に役立 つ と思 われ る か らで ある 。 しか し 、 よ り現実的 な の は 、 こ こで 紹介 した 講座 は

そ の ままに して 、それ とは別 に、production能力 開発 をその 主たる 目的 とす る講座 を作 り、こ

の 講座 をその prerequisiteとす る こ と で はな い か 、 と考えて い る 。

大学英語教育 に おける TOEIC の 活用

　　　
一

導人 か ら今後の 課題 まで 一

川辺 　孝 （東京電機大学）

1．は じめ に

　東京電機大学情報環境 学部 は 2001 年 4 月に 開設 され、既存 の 大学
・
学部で は余 り見 られ な

い 数々 の 斬新な試み は 、 新聞 ・雑誌な どの マ ス コ ミに度々 取 り上 げられ て来た 。 例 を挙げる と 、

全科 目を基本的に選択制 に した結果 、英語 も選択科 目とな り、学生 は英語 を 1 科 目 も取 らず に

卒業する こ とが 可能 とな っ た 。 そ こ で 、将来役 に 立 つ 実践 的な英語力が 身に 付 き、学習 ・教育

目標 を立 て やす く、学習 ・教育効果 を測定で きる英語教育 プ ロ グラ ム を作 成 した 。 尚、本稿 に

おける記述 は、2004年 3 月末現在の もの で ある 。

2 ．本学部 の 特色

（1）セ メ ス タ
ー制 ：全 ての 科目は半期で 完結する 。 前期は 4 月に始ま り7 月に終わ り、 後期は

　 9 月に 始ま り 12 月に終 わ る の で 、 留学が しやす い
。

（2）単位従 量制 ：授業料は 、基礎額 に 加 え、履修単位従量額 （15，700 円 ×単位数）を支払 う。

　 そ の ため 、各履修科目に対 して授業料 を支払 っ て い る とい う意識が強 い
。

（3）GPA 制度 ：各科日の 評価に ポ イ ン トを与え、それ に科目の 単位数を掛ける 。 これ をすべ て

　 の 科目に つ い て求め、それ らの 総和 を総単位数で割 っ た もの で あ る 。 本学部で は、前セ メ ス

　 タ
ー

の GPA に よ り、 履修で きる単位数の 上 限を決め て い る 。

（4）全科 目選択制 ：原則 と して 、全て の 科 目を選択 科 目 と して い る 。 た だ し、卒業に必 要 な
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124単位 の 内、素養科目 （語学 、 人文社会系 、自然科学系等 の 科 目）を最低 40 単位 、 専門科

目を最低 60 単位習得 す る必 要が ある等 、
い くつ か の 条件が ある 。

3，英語教育プ ロ グラ ム

　本学部で は、1年 目前期 に 英語理 解 1 と英 語表現 1、後期 に英語理解 n と英語表現 且を履修

し、2 年 目前期に総合 英語 1 、後期 に総合英語 n を履修す る ようプ ロ グ ラ ム が 組まれ て い る 。

他 に、中 ・上級者 を対象とする実践英語 （前
・
後期 ）、理系分野特有の英 語の 習得を目的 とす

る技術英語 を開講 して い る 。 更 に 、後期に は 、 外国 人短期 留学生 を受け人れ て い る こ とに伴い 、

素養科 同を英語で 開講 して い る 。

（1）具体的 な目標の 設 定 ： TOEIC の 点数を半期 で 50 点ア ッ プす る こ と、卒業まで に 550 点を

　取る こ とを 目指し て い る 。

（2）少人数制ク ラ ス ：原 則 と して 、全 クラ ス 履修者の 上限 を 25 名 と し、各学生の ニ ーズ に 合

　 わせ て 木 目細やか な指導をする よう努め て い る 。

（3）50分授業 X 週 3 回 ：英語 に触れ る機会をで きる だけ増やす た め 、1 科 目に つ き週 3 回授業

　を行 っ て い る 。 中
・上級者を主な対 象 とする実践英語の み 、 75 分授業を週 2 回行 っ て い る 。

（4）習熟度別 クラ ス ：英語理解 、 英語表現、総合英語 は、半期 ご とに TOEIC の 点数 に よ り、ク

　ラ ス 分 け を して い る 。 こ れ に よ り、履修者は、白分 の レ ベ ル に合 っ た ク ラ ス で 無理な く着実

　 に学習する こ とが で きる 。

4．TOEIC 導入の 背景

　客観的に英語力を計 る物差 しと して 社会的に幅広 く定着 して い る TOEIC を 、開設年度 よ り

英語教育 プ ロ グ ラ ム に導 入 した。 年 3 回 （4 月 、 7 月 、 12 月）TOEIC 　IP テ ス トを学内で実施

し、英語力診断、ク ラ ス 分 け の 基準、学習 ・教育効果の 測定な どに 利用 して い る 。

（1）杜会的認知度 ： 2003 年度の TOEIC 公 開 テ ス トの 受験 者数は 586 ，510 入 （内 、大学 生

　151，552 人、短大生 4
，
655 人）、TOEIC 　IP テ ス トの 受験者数は 738，028 人 （内、大学th　188

，
477

　人、短 大生 13
，
657 人 ）で あ り、公開テ ス トと IP テ ス トを合わせ る と、延べ で は あるが 、 受

　験者数は実に 日本 の 人口 の 100 分 の 1 以上 に なる 。

（2）就職 活動 ： 2003年度の 新入社員の TOEIC 平均 ス コ ア は、　 IP テ ス ト受験者で は 465 点 、公

　開 テ ス ト受験 者で は 589 点と な っ て い る 。 で は 、 企 業が新入杜員 に どの 程 度の TOEIC ス コ

　ア を期待 し て い るかだが 、標準ス コ ア は 500 点で 、更に 400点か ら 550点の 間に 68％ の 企 業

　が集 中 して い る 。 こ の こ とか ら も、 本学部が目指 して い る 「卒業 まで に 550点」は、十分 意

　味のある もの だ と思わ れ る 。

（3＞結果 が 点数で示 され る こ と ： TOEIC の テ ス トは 、結果が合格
・不合格 で は な く点 数で 示

　 される の で 、現在の 英語力 の 把握 、 目標の 設定、ど の 位英語力 が伸 び た か を測定する の に適

　 して い る、，また、デ
ータの 収 集、管理 、 分析 、 蓄積 、 共有が しや すい こ とも大 きな メ リ ッ ト

　 で ある 。

5．成果

　学習の 成果が点数で 示 され る の で 、 英語の学習に対する モ チ ベ ーシ ョ ン の ア ッ プ、維持に役

立 っ て い る 。 土 曜 日 の 午前 中を使 っ て学内で 実施 され る TOE 玉C テ ス トは 、 中間
・
期末試験 と
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は異な っ た緊張感が あ り、 TOEIC テ ス トに 向けて 学 生 は地道 に英語 の 学習に取 り組ん で い る 。

年度毎、学期毎に違 い は ある が 、1 年次生 は比較的順調 に ス コ ア が ア ッ プする傾向が ある 。 た

だ し、4 月に TOEIC テ ス トを初め て 受験 す る学生が ほ とん どな の で 、 1 年次生の 4 月と 7 月の

TOEIC ス コ ア を比較す る際に は、テ ス ト形式に慣れ た こ と に よる ス コ ア の ア ッ プを割 り引 い て

考える必要が ある 。

6．今後の 課題

　現実に は半期毎に 50 点ア ッ プを続 け る こ とはか な り難 しく、また TOEIC の 点数を伸ばす こ

とが英語教育の 目標 に な り得る の か
、

TOEIC で 学生 の 英語 力を総合的に診断で きる の か 、基礎

力 の 無い 学 生に TOEIC が 適 して い る の か等の 検討すべ き課題 も多い
、。 た だ、学習

・教育目標

の 達成度が 客観的な数値 として 表れ る こ との 効果は、学生 、教員双方 に とっ て 大 きい ように思

われ る 。 今後 も、本学部 の 学 生、英語教 育 プ ロ グ ラ ム に合 っ た、よ り効果 的な TOEIC の 活用

法 を考えて行 きた い
。
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　　 TOEIC 対策指導
一 授業内 と授業外の 実践 一

河野　円 （星薬科大学）

　最近 、薬学部 にお い て も TOEIC を受験す る学生が 増え、大学の 英語 教育カ リキ ュ ラ ム に そ

の 受験対策を要望する 声が 強 ま っ て きた 。 しか しなが ら、実際 に は英語の 授業時間数は極め て

限 られて お り、TOEIC に特化 したプ ロ グ ラ ム を設ける こ とは困難な状況で ある 。 そ こで 、教室

の 中 （授業中）と教室の 外 （授業外）の 両 面で受験対 策指導 を行うこ とを試 み た 。 まず、授 業

内の とり くみ と して 、1、2 年 生対 象の 必修科 目で ある 英 語の 授 業の 中で
・
定の 時間を TOEIC

対 策 に費や し、特 に学生の 弱点 に着 日 して 、効率的 に得点ア ッ プを図る指導を行 う。 さ らに 、

授 業外の 方策と して 、意欲の あ る学生 の ため の 援助 を行 い
、 英語学習 の 意識 を高め る こ とをね

らう 。 無論 、
こ れ ら の 対策は、

一
つ の 標準テ ス トに 対処する ため だけの 方策で は な く、学習者

の 英語力その もの の 向上が 最大 の 目的 で ある。

1、授 業内での 実践

　週 に 1 回の 英語 （必 修）の 中で 、 さ らに そ の 1 部分の 時間を用い て 指導 を行 うとする と 、 焦

点を絞 っ た 内容 に しな けれ ばな らな い
。 学生 の 普段の 授業態度を分析 した り、TOEIC を受験 し
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